
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 中播磨青少年本部では、皆様から寄せられた温かな支援 

に支えられながら、青少年育成事業を進めています。 

ぜひ、賛助会員にご加入くださるようお願いします。 

 

【個人会員】年額 1口 2,000円 

【団体会員】年額 1口 10,000 円 

 

★入会申し込み・問合せ先★ 

中播磨青少年本部 📞📞079-281-9198 

 

令和２年度 賛助会加入状況 

【個人会員】60人 128,000 円 

【団体会員】13団体 190,000 円 

【合  計】 318,000 円 
 

 

     

 
 

結婚を希望する独身男女（20歳以上）に、お見合いの機会を提供

しています。令和２年７月より「スマホ婚活」を導入し、自宅でプロ

フィール閲覧やお見合い申し込みができるようになりました。令和

３年１月からは、センター以外の場所でのお見合いやセンター間に

おいての Skypeお見合いが実施できるなど、便利になっています。 

はばタン会員の登録を希望される方は下記中播磨出会いサポート

センターまでお問い合わせください。 

 

※はばタン会員システムにアクセスできるスマートフォンをお持ちで自ら操作

できる方が対象です。 

※登録手数料は 5,000 円/年（20 歳代の方は 3,000 円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ごあいさつ 

中播磨青少年本部 本部長 苦瓜 一夫 
 

近年、いじめや不登校、児童虐待、スマートフォンの普及によるネット依存や 

SNS等交流サイトを通じた被害の増大など、青少年を取り巻く環境は複雑・多 

様化しています。 

また、新型コロナウイルスの影響による、学校の休校や外出自粛、ソーシャル 

ディスタンスの確保によって、子ども達の健康面や生活面への影響も心配されます。 

このように社会情勢が大きく変化する状況であるからこそ、青少年が地域で人や 

自然とふれあえる機会が求められ、青少年のふるさと意識の醸成はますます重要になっています。 

中播磨青少年本部では、昨年７月に「ふれあいカヌー体験会」を実施し、久しぶりに、社会の閉塞感を打ち

破るかのような子ども達の明るい笑い声を聞くことができました。 

未来を担う青少年の健全育成のため、今後も当本部は活動を続けて参りますので、引き続き、ご理解・ご

協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 
 
中播磨青少年本部 事業紹介 

 

令和２年７月１１日（土）、小学３年生から６年生までの親子を対象に、「ふ

れあいカヌー体験会」を開催しました。 

前日から雨が続きあいにくの天気でしたが、無事に開催することができ、

会場である福崎町野外青少年活動センター隣の田口奥池は薄い靄
もや

に包まれ、

幻想的な風景で私たちを魅せてくれました。 

カヌーやラフトボートを体験した子どもたちは小雨も靄
もや

も何のそのの大興

奮でした。水辺の楽しさと危険を学び、家族や友達とのふれあいを深め、き

っと良き思い出の 1ページを飾ったことでしょう。 

 

 

 

《問合せ先》 

中播磨出会いサポートセンター 
所在地｜姫路市南駅前町 63 クリスタルビル 3階 

電 話｜079-240-7005 

（水・木・土・日 9：00～17：15） 

 

編集／発行 中播磨青少年本部 

〒670-0947 姫路市北条 1丁目 98番地 兵庫県中播磨県民センター県民交流室県民課内 
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青少年憲章 

ひょうご 

姫路建設産業関連団体協議会様より 

多額の寄付を賜りました 

中播磨青少年本部自主事業に活用させていただきました。

ご協力いただきました皆さま方に厚くお礼を申し上げます。 

※公益財団法人に対する寄付金として寄付金控除（所得税）、

損金算入（法人税）が認められます。 
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《R2　中播磨地域カリキュラム一覧》

□教養講座① 姫路市補導委員会講演会（9月3日）

　「ネット・ゲーム依存の基本と対応について」

　講師：幸地クリニック　中元康雄　氏

□教養講座② SOSキャッチ専門研修（11月2日）

　「子どもたちの笑顔を守るために私たちにできること」

　講師：（一財）児童虐待防止機構オレンジCAPO　島田妙子　氏

　「中播磨地域の児童虐待の状況について」

　講師：兵庫県姫路子ども家庭センター　島谷博　氏

□教養講座③ フードバンク活動講演会（11月12日）

　「私たちを取り巻く食糧事情とフードバンクはりまの活動」

　講師：NPO法人フードバンクはりま　辻本美波　氏

□教養講座④ 第41回「相生市青少年健全育成市民大会」（1月24日）

　テーマ：「地域ぐるみで育てる相生っ子」

●実践講座① 施設見学（9月10日）

　姫路競馬場と調整池の見学

●実践講座② 「大人が変われば子どもも変わる」運動

街頭啓発キャンペーン（11月12日）

　姫路駅北口周辺での啓発グッズ配布

●実践講座③ 施設見学（12月10日）

　兵庫県立神出学園

※他に全県版カリキュラムがあります

 

 

 

 

令和 2年度中播磨青少年本部長表彰

受賞者の皆さま 

第 16期 500人委員、OB会等との 

街頭啓発キャンペーン 

未来の担い手である中学生は、日頃何を考え、何を感じているのでしょう。彼らが社会の一員としての

役割と責任を自覚することを願い、自らの言葉で発表する機会として「少年の主張」を実施しています。 

 中播磨地域では管内の中学校から主張（原稿）を募集し、令和２年度は８校 1,279名から応募があり、

学校を通じて推薦をいただいた８校 13名について審査会を実施しました。 

審査の結果、命の大切さを訴えた賢明女子学院中学の鈴木 凜さんが 

最優秀賞に選ばれました。鈴木さんは、県大会においても最優秀賞を 

受賞され、近畿・中部ブロック大会にも推薦されました。 

 

中播磨地域において優れた活動を展開されてい

る青少年及び青少年団体、青少年指導者等を表彰

し、その活動をさらに奨励します。 

 令和２年度は、青少年等の部２名、指導者等の

部８名、合計 10名の方々が受賞されました。 

青少年の非行防止に関わる業界団体・官公庁・学校等が一堂に会するスクラム会議

を７月に開催し、ネット依存や新たに規制されたボ－ガンなどの有害玩具について意

見交換をしました。 

11月には、図書類販売店、ビデオレンタル店、携帯電話ショップ等に対して、県・

市町・警察が合同で、青少年愛護条例に沿った営業がなされているか実態調査を行い

ました。 

 

中播磨大会表彰式 

《ひょうごスマホ宣言 2021》 
◆時間 

忘れてない？ 時間は有限だってこと 
◆危険 

まだ知らない 画面の奥の 人の気持ち 
◆フィルタリング 

スマホの戸締り できてますか？ 
◆人間関係 

その言葉 顔見て相手に 言えますか？ 

“こころ豊かな美しい兵庫”の実現に向けて、県民自ら次代を担う青少年の育成活動の担い手となっていただく

ための育成事業を行っています。 

青少年育成を中心とした地域づくりについて、県内で開催される講演や実践講座などを通して、委員の任期２年

の間、委員自身のスキルアップを目指します。 

新型コロナウイルス感染拡大の影響を考慮し、第 16期については、期間を 1年延長（平成 31年度から３年間）

し、令和３年度は「特別講座」を実施します。 

 

ＯＢ会は、５００人委員を修了された方々の自主的な運営により

活動を続けています。令和２年度は新型コロナウイルス感染拡大の

影響により、子どもたちとふれあう「科学の屋台村」出展や「ふれ

あいハイキング」等が中止となりました。 

その代わりに「大人が変われば子どもも変わる」運動の一環として、

第 16期生と共に街頭啓発キャンペーンに参加しました。今後も県や

市のイベントに積極的に参加して、青少年の健全育成、非行防止、地

域づくりに貢献していきます。 

中播磨青少年本部の活動を

Facebookに掲載しています。 

ぜひ検索、もしくはQRコード 

からアクセスして 

ご覧ください。 

県との協働のもと、企業や社会奉仕団体等から提供

される多様な物資等を、青少年育成に取り組む青少年

団体・グループに橋渡しをし、地域ぐるみで青少年の

健全育成に努めています。 

 ご協力いただきました企業や 

社会奉仕団体等の皆さまに厚く 

お礼を申し上げます。 

フードバンク活動講演会にて食品贈呈式 

姫路競馬場の調整池見学 姫路競馬場の調整池見学

県立神出学園見学 

言えますか？


